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第 3 回 国内 FD 研修会 実施報告書 

 

篠澤 和久（東北大学大学院情報科学研究科 准教授） 

 

タイトル・場所 

第 3 回国内 FD 研修（情報科学研究科棟 2 階中講義室） 

講師: 加納寛子氏（山形大学学術情報基盤センター・准教授） 

日時 

2009 年 3 月 13 日（金） 

演題 

青少年を取り巻くネット・ケータイ環境～ネット・ケータイに関する青少年への指導をどうするか？～ 

参加者 

本プログラムに関わる教員，本研究科の教員および院生（約１5 人） 

目的 

青少年を取り巻くネットやケータイ環境に関する問題について学習し，今後の現場（小中高）との取組み

に生かすため。 

概要および成果 

概要  

第一に，近年，青少年が犯罪に巻き込まれる原因の一つとなっている “闇サイト”の現状について説明

が行われた。闇サイトは，大きくアダルト系，暴力・殺人系，詐欺系に分けられる。具体的な事件の例を挙

げながら，どのような闇サイトがあるのかについて説明が行われた。さらに，出会い系サイト，アダルトサイト

へ誘う迷惑メールの種類についても説明があった。それらへの対処方法についても話があり，フィルタリン

グでブロックする方法，フィッシング対策ソフトでブロックする方法，メール設定の際に画像を自動表示に

しない方法，クッキーを受け入れない設定にする等が挙げられた。さらに，出会い系サイト，プロフ，学校

裏サイト，ネットいじめの現状について説明が行われ，近年，それらが関与するサイバー犯罪が増加して

いる点や，児童が巻き込まれるケースが増えている点などが報告された。 

第二に，青少年がそのような犯罪に巻き込まれないようにするために，ネットやケータイ使用に関してい

かなる指導を行うかについても説明が行われた。禁止をして近づけないという方法よりも，親子間で使用

ルールを作ったり，親も子供と同様のルールを課すことや，正しい知識を子供に教えることの重要性が特

に強調された。ポートフォリオを例に挙げて，具体的に教育方法について説明が行われた。 

成果 

近年，子供たちを取り巻くケータイやネット環境や，子供がそれをどのように捉えているのかが明らかにな

り，いかなる犯罪に巻き込まれる可能性があるのかも再確認することができた。今後，本プログラムが情

報倫理教育や，それらの使用に関する教育についてどのようなことができるかを考える上で，非

常に有意義であった。                          ※配布資料については，付録参照。 
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